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人とつ
ながる　豊かな心を育む　未来に

ひろがる　はむらの学び

▲▲ �市公式サイト�市公式サイト

　９月17日、羽村第三中学校が創立 40周年を迎えました。羽村三中では開校当時のような大規模な教育
活動はできないものの小規模化したことを生かし、子どもたちと先生が一体となった「想い合い」の教育
活動を実践しています。この 40年の間に学校を支えてくださった方々への感謝とあわせ、この日を食育
の日として食事を作ってくれている人へ、食材を用意してくれている人へ、食材そのものへの「感謝」を
込めて生徒が自分でお弁当を作って登校しました。

校長先生も早起きして
お弁当を作りました！
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【
問
合
せ
】図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

●
本
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
は

　

第
四
次
羽
村
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
で
新
規
に
加

わ
っ
た
事
業
で
、「
図
書
館
司
書
が
、
読
書
相
談
時
や
図
書
館
で

読
み
た
い
本
が
分
か
ら
ず
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
に
積
極
的
に
話

し
か
け
、
図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
本
を
手
渡
す
」
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
毎
週
水
曜
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
の
間（
１

時
間
）実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
司
書
か
ら
本
を
紹
介

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
図
書
館
と
の
関
係
づ
く
り
を
行
い
、
読

書
意
欲
を
高
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
に
与
え
る
本
選

び
に
悩
む
保
護
者
の
手
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

●
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

・�

あ
ま
り
本
を
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
お
子
さ
ん
へ
、
読
書
入
門
に

お
す
す
め
の
本
を
提
供
し
ま
す
。

・
調
べ
学
習
や
参
考
資
料
探
し
を
手
伝
い
ま
す
。

・
保
護
者
の
方
の
読
書
相
談
を
受
け
ま
す
。

※�

こ
れ
ら
以
外
に
も
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
て
、
読
書
活
動
の

手
助
け
と
な
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

本
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　
待
機
場
所
へ
の
行
き
方

気軽に
声をかけてください。

本
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
始
め
ま
し
た

本
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
始
め
ま
し
た
‼‼相談内容 回答

紙粘土で虫を作りたい
『ねんどアクセサリー』（カリーヌ・ル・ギロー／
著　ほるぷ出版）にテントウムシの指輪の作り方
が記載されていたので紹介した。

石油について知りたい
→石油がどういうものか
がわからないので、石油
全般について書いてある
本が見たい

『日本の工業４　鉄鋼業・石油化学工業』（竹内淳
彦／監修　岩崎書店）と『石油　「もの」と「ひと」
シリーズ２』（フレーベル館）に石油とは何かに
ついて記載があったので紹介した。

牛乳パックで椅子を
作りたい

『牛乳パックで何つくろ？』（ブティック社）、『や
さしいこうさく２　ぎゅうにゅうパックこうさ
く』（竹井史郎／著　小峰書店）、『コツがわかる！
工作の基本３』（寺西恵里子／作　汐文社）を紹
介した。

●
実
際
の
相
談
内
容

　
今
年
の
８
月
に
試
験
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
お
子
さ
ん
や
家

族
連
れ
の
利
用
者
が
こ
ど
も
と
し
ょ
し
つ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

（
一
部
抜
粋
）

プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら（
図
書
館
）で

①�こどもとしょしつに入っ
て、すぐ左に曲がります。

②�少し進むと、本のコン
シェルジュ待機場所があ
ります。

※本のコンシェルジュは毎週水曜日午後２時〜４時の間（１時間）で実施しています。
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文
化
財
保
護
強
調
週
間

　
毎
年
11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一
週
間
は「
文
化
財
保
護
強

調
週
間
」で
す
。
こ
の
期
間
は
文
化
財
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
東
京
都
で
も
こ
の
期
間
に
あ
わ
せ
て「
東
京
文
化

財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
２
」を
開
催
し
、
普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
文
化
財
の
特
別
公
開
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
10
月
１
日
か
ら
11

月
30
日
の
期
間
に
は
各
地
の
博
物
館
な
ど
で
特
別
展
や
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
羽
村
市
に
は
国
の
指
定
文
化
財
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、

江
戸
時
代
に
多
摩
川
か
ら
江
戸
の
町
ま
で
水
を
送
る
た
め
に
開

削
さ
れ
た「
玉
川
上
水
」で
、
水
路
の
一
部
が
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
も
う
１
つ
は
ど
こ
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

郷
土
博
物
館
の
敷
地
内
に
あ
る「
羽
村
の
民
家（
旧
下
田
家
）と
そ

の
生
活
用
具
」で
す
。
建
物
部
分
と
生
活
用
具
１
，
２
１
０
点
が

対
象
で
、
江
戸
末
期
の
一
般
的
な
農
家
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て

お
り
、
保
存
状
態
が
良

い
と
い
う
こ
と
で
、
国

の
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

移
築
復
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
の
古
民
家（
旧
下
田
家
住
宅
）は
、
最
初
か
ら
現
在
の
場
所

に
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
現
在
の
羽
西
一
丁
目
付
近
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
54
年
に
所
有
者
の
ご
厚
意
に
よ
り

寄
贈
を
受
け
、
郷
土
博
物
館
が
で
き
る
よ
り
も
３
年
ほ
ど
早
い

昭
和
57
年（
１
９
８
２
）の
３
月
に
現
在
の
場
所
へ
移
築
復
原
さ

れ
ま
し
た
。

　

移
築
復
原
を
す
る
に
あ
た
っ
て
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
入

念
な
調
査
で
す
。
間
取
り
や
寸
法
、
柱
の
位
置
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
の
樹
種
や
加
工
に
使
用
し
た
道

具
、
部
材
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
と
き
の
技
法
な
ど
も
詳
細
に

調
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
過
程
で
、
床
板
の
裏
に
墨
で
「
弘
化
四
年
未

十
一
月
□
沢
村
亀
吉
（
※
□
は
判
別
不
明
の
文
字
）」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
建
物
が
弘
化
４
年（
１
８
４
７
）

に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
８
４
７
年
と
い
う
と
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
で
、
日
本

史
で
有
名
な
、
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
の
６
年
前
に
あ
た
り
ま
す
。

　

調
査
が
終
わ
る
と
解
体
作
業
に
入
り
ま
す
。
解
体
さ
れ
た
建

物
の
部
材
は
、
復
原
の
際
に
で
き
る
限
り
再
利
用
し
、
破
損
や

腐
朽
し
て
い
た
部
材
に
つ
い
て
の
み
、
新
し
い
部
材
で
補
う
よ

う
に
し
ま
し
た
。

公
開
と
保
存

　

現
在
の
旧
下
田
家
住
宅
は
、
郷
土
博
物
館
の

開
館
日
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
建
物
内
に
入
っ

て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
囲
炉
裏
に
火
を
入
れ
て
内
部
か
ら

建
物
を
い
ぶ
し
、
腐
食
を
防
ぐ
よ
う
に
す
る
な

ど
、
公
開
と
保
存
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

秋
の
散
歩
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
ぜ
ひ
見
学
し

て
く
だ
さ
い
。

▲�国指定文化財の民具（一部）
　�旧下田家住宅の内部には文化財指定を受けた民具
と同じ種類のものを展示しています。

▲
�

旧
下
田
家
住
宅
の
四
季

　

�

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
旧
下
田
家
住
宅
は
、

季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

『
国
指
定
の
文
化
財
を
見
て
み
よ
う
！
』

『
国
指
定
の
文
化
財
を
見
て
み
よ
う
！
』

【
問
合
せ
】郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

郷
土
博
物
館
よ
り
…

ハチホンバサミ

ワラゾウリ クルリボウ

3 はむらの教育　4.11.1



�

▲昨年度の展覧会の様子

プ
リ
モ
ホ
ー
ル�

ゆ
と
ろ
ぎ
か
ら

ど
い
か
や
絵
本
原
画
展

　

色
鉛
筆
を
用
い
た
や
さ
し
い
色
合
い
が
特
徴
的
な
ど
い

か
や
さ
ん
の
絵
本
原
画
展
！
「
チ
リ
と
チ
リ
リ
」と「
手
ぶ

く
ろ
を
買
い
に
」の
2
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日�

時
：
11
月
2
日
㈬
～
13
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）※
11
月
7
日（
月
）休
館

会
場
：
展
示
室

入
場
料
：
無
料

新
倉
壮
朗
の
世
界
in
羽
村

～
よ
う
こ
そ
、音
の
開
放
広
場
へ
～

　

感
性
あ
ふ
れ
る
新
倉
壮
朗
だ
か
ら
奏
で
ら
れ
る
即
興
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ア
フ
リ
カ
ン
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
ダ
ン
ス
も
必
見
！

　

さ
ら
に
即
興
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ゲ
ス
ト
は
、朝
ド
ラ「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」や
大
河
ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
」の
音
楽
を
手
掛
け
た

大
友
良
英
さ
ん
。

日
時
：
11
月
19
日
㈯
午
後
3
時
～
（
午
後
2
時
開
場
）

会
場
：
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

出
演
：
新
倉
壮
朗（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

ゲ�
ス
ト
：
大
友
良
英（
ギ
タ
リ
ス
ト
、作
曲
家
）、ワ
ガ
ン
・
ン

ジ
ャ
イ・ロ
ー
ズ（
サ
バ
ー
ル
奏
者
）、ボ
ガ・ン
ジ
ャ
イ（
サ

バ
ー
ル
奏
者
）

定
員
：
6
4
8
人（
全
席
指
定
）

チ�

ケ
ッ
ト
：
大
人
１
，５
０
０
円
、子
ど
も（
４
～
18
歳
）５
０

０
円
、膝
上
鑑
賞（
３
歳
以
下
）は
無
料　

※
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

プ�

レ
イ
ガ
イ
ド
：【
窓
口
販
売
】プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
、

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、西
多
摩
新
聞
社
チ
ケ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
、【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
】ゆ
と
ろ
ぎ
オ
ン
ラ

イ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
こ
の
展
覧
会
は
令
和
2
年
度
か
ら
始
ま
り
、毎
回
学
生
の

目
を
と
お
し
て
観
た「
羽
村
」が
絵
画
や
立
体
、映
像
な
ど
で

多
彩
に
表
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。来
場
者
か
ら
は「
発
想
が

た
の
し
い
。」、「
見
た
こ
と
の
な
い
羽
村
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
学
生
た
ち
が
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。今
年
は
ど

ん
な
羽
村
を
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
時
：
12
月
17
日
㈯
～
25
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

会
場
：
展
示
室

入
場
料
：
無
料

羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２

武
蔵
野
美
術
大
学
協
同
企
画　
展
覧
会

iアイ
～
私
と
あ
な
た
と
羽
村
、視
線
を
交
わ
す
と
い
う
こ
と
～

▲�ゆとろぎ
　オンライン
　チケット

新倉壮朗

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課（
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）

　
　
　
　

��

☎
５
７
０-

０
７
０
７

大友良英

対�

象
：
市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）。

申
込
み
：
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
で
、11
月
15
日

　
㈫
ま
で
。

『チリとチリリ』アリス館 ©︎Kaya�Doi『手ぶくろを買いに』
あすなろ書房

小
中
学
生
無
料
ご
招
待
！！

チ
ケ
ッ
ト

販
売
中
！！

ま
だ
ま
だ
席
に

余
裕
が
あ
り
ま
す
！！

シリーズ累計40万部を超え、
たくさんの人から愛されている
「チリとチリリ」第一作を展示！
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社
会
教
育
関
係
団
体
の
登
録
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

登
録
で
き
る
団
体
は
…

◦�

構
成
員
が
５
人
以
上
（
そ
の
う
ち

７
割
以
上
が
羽
村
市
内
に
在
住
・

在
勤
で
あ
る
こ
と
）
で
、
継
続
的

に
学
習
・
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
団
体
。（
サ
ー
ク
ル

も
含
ま
れ
ま
す
。）

※�

次
の
事
項
に
該
当
す
る
団
体
の
登

録
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

◦�

営
利
目
的
の
活
動
や
政
治
・
宗
教

的
な
活
動
を
行
う
団
体

◦�

先
生
や
講
師
が
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る「
教
室
」や「
稽
古
ご
と
」

の
団
体

◦�

団
体
と
し
て
社
会
教
育
施
設（
ゆ

と
ろ
ぎ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
）を
利
用
す
る
際
の
使
用
料
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

◦�

市
の
社
会
教
育
備
品（
展
示
パ
ネ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
）を
無

料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

教
育
委
員
会
が
発
行
す
る「
団
体
・

サ
ー
ク
ル
ガ
イ
ド
」（
冊
子
と
市
公

式
サ
イ
ト
）に
団
体
の
情
報
を
掲

載
で
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
他
の

団
体
に
活
動
を

お
知
ら
せ
で
き

ま
す
。

羽
村
市
社
会
教
育
関
係

団
体
に
登
録
す
る
と
…

　

市
で
は
、
社
会
教
育
活
動
（
学
習
・

文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど
）
を
行
う
団
体
・
サ

ー
ク
ル
を
支
援
す
る
た
め
に
「
社
会
教

育
関
係
団
体
の
登
録
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
羽
村
市
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
活
動
し
ま
し
ょ

う
！

　
登
録
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

学
習
・
文
化
系
団
体
…
生
涯
学
習
推
進

課
生
涯
学
習
推
進
係（
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ

と
ろ
ぎ
内
）

☎
５
７
０-

０
７
０
７

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
団

体
…
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係☎
５
５
５-

０
０
３
３

図
書
館
三
分
室
最
後
の
お
は
な
し
会

　

図
書
館
の
加
美
・
富
士
見
平
・
川

崎
の
３
か
所
の
分
室
は
、施
設
の
老

朽
化
や
子
ど
も
の
放
課
後
利
用
の
変

化
、学
校
図
書
館
の
充
実
、少
子
化
な

ど
に
よ
り
、利
用
人
数
が
大
幅
に
減

少
し
た
た
め
令
和
４
年
12
月
28
日
を

も
っ
て
閉
室
し
ま
す
。

　

今
後
は
、未
就
学
の
お
子
さ
ん
お

よ
び
高
齢
の
方
な
ど
に
対
す
る
図
書

の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
、本
館
ま
で
本

を
選
び
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

に
対
し
、図
書
館
司
書
が
お
す
す
め

す
る
本
を
あ
っ
せ
ん
す
る
な
ど
、分

室
の
機
能
を
受
け
継
ぎ
読
書
環
境
に

配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

長
い
間
、図
書
館
の
分
室
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

各
分
室
で
は
、定
例
的
に
お
は
な

し
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、最

後
の
お
は
な
し
会
を
下
記
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、大
人
の

方
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら（
図
書
館
）か
ら

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

富士見平分室おはなし会　令和4年11月19日㈯　午後3時開始
川崎分室おはなし会　　　令和4年12月3日㈯   　午後2時開始
加美分室おはなし会　　　令和4年12月14日㈬　午後3時開始
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�

栄
小
学
校
創
立
50
周
年

� �

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

　

創
立
50
周
年
に
当
た
り
、
本
校
に
関

わ
る
全
て
の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
創
立
50
周
年
記
念
事
業
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
栄
小
学
校
に

更
な
る
愛
着
や
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ

と
と
も
に
、
よ
い
校
風
を
受
け
継
ぎ
、

更
に
充
実
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
決

意
を
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
教
職
員
一

同
は
、
本
校
の
基
本
理
念
で
あ
る「
子
供

た
ち
が『
夢
の
土
台
』を
つ
く
る
栄
小
」

の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
よ
り
よ
い
学

校
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
47
年　
羽
村
町
立
栄
小
学
校
開
校

　
　
48
年　
校
歌
制
定

平
成
３
年　
市
制
施
行
・
羽
村
市
立
栄
小
学
校
と
な
る

　
　
６
年　

�

文
部
省
奉
仕
等
体
験
学
習
研
究
推
進
校
及

び
羽
村
市
教
育
研
究
指
定
校
研
究
発
表

　
　
８
年　

�

体
育
館
及
び
同
屋
上
に
可
動
床
式
プ
ー
ル

完
成

　
　
11
年　
「
サ
イ
エ
ン
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
」学
校
賞
受
賞

　
　
14
年　
創
立
30
周
年

　
　
16
年　

�

文
部
科
学
省
教
育
課
程
研
究
指
定
校
と
し

て
研
究
発
表

　
　
17
年　

�「
サ
イ
エ
ン
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
」に
て
記
念
特

別
賞
、
学
校
賞
受
賞

　
　
　
　
　
く
ぬ
ぎ
学
級
開
級

　
　
20
年　
羽
村
市
教
育
研
究
指
定
校
研
究
発
表　

　
　
23
年　

�

ス
ポ
ー
ツ
教
育
推
進
校（
20
年
・
21
年
）・「
第

16
回
サ
イ
エ
ン
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
」学
校
賞
受

賞

　
　
24
年　
創
立
40
周
年

　
　
25
年　
理
数
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
校（
25
年
・
26
年
）

　
　
26
年　
個
別
空
調
完
備

　
　
27
年　
体
育
館
耐
震
工
事
完
了

　
　
31
年
～
令
和
３
年

　
　
　
　
　

�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ワ
ー

ド
校

令
和
３
年　

�

１
人
１
台
端
末
及
び
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

導
入

　
　
４
年　
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
栄
小
学
校
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
が
10
月
15
日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
当
日
は
、
６
年
生
に
よ
る
栄
小
へ
の
感
謝
と
更
な
る
飛
躍
に
つ
い
て
の
思
い
を
児
童
の
言

葉
と
し
て
呼
び
か
け
、
全
校
児
童
で
作
っ
た
お
誕
生
ケ
ー
キ
を
展
示
す
る
な
ど
、
学
校
の
創
立
50

周
年
を
記
念
す
る
盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

稲
作
体
験
の
記
録

　

市
内
全
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象
に
、
地
域
の

資
源
を
生
か
し
た
体
験
学
習
を
進
め
る
と
と
も
に
、

日
本
の
米
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
稲
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

〈
６
月
〉田
植
え
体
験

　

当
日
は
、
市
内
の
農
家
の
皆

さ
ん
を
講
師
と
し
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
児
童

は
、
素
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、

等
間
隔
で
苗
を
植
え
て
い
き
ま

し
た
。

〈
10
月
〉

　
６
月
に
植
え
た
苗
は
大
き
く

な
り
、
き
れ
い
な
黄
金
色
の
稲

穂
が
で
き
ま
し
た
。
台
風
の
影

響
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
稲
も
あ

り
ま
し
た
が
、
５
年
生
が
み
ん

な
で
植
え
た
稲
を
農
家
の
皆
さ

ん
に
収
穫
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課
指
導
係（
内
線
376
）

６月７月

９月10月

創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て

校
長

吉
岡　
琢
真

主
な
栄
小
学
校
沿
革
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教教  

育育  

随随  

想想江
本
　
裕
子

教
育
長
職
務
代
理
者

　

わ
ず
か
な
期
間
で
し
た
が
、
都
庁
で
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
施
設
に
関
わ

る
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学
校
管
理
職
に
な
る
前
の
一
年
間
の
研
修
で
、

日
々
、
高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
す
る
方
か
ら
の
相
談
や
要
望
の
電
話
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
高
齢
者
の
様
々
な
悩
み
や
実
態
を
知
り
、
歳
を
重
ね
る
こ
と
が
い
か
に
多

様
で
複
雑
か
、
そ
の
断
片
を
都
民
の
生
の
声
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研

修
の
も
う
一
つ
の
収
穫
は
、
慣
れ
な
い
実
務
と
老
い
の
現
実
に
向
き
合
え
た
か
ら
こ

そ
、
教
師
の
仕
事
の
よ
さ
を
再
発
見
で
き
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も
に
は
成
長
が
あ
り
、

明
日
が
あ
り
、
希
望
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
近
く
で
一
緒
に
そ
れ
を
見
届
け

ら
れ
る
仕
事
に
戻
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年
後

に
戻
っ
た
学
校
の
始
業
式
で
見
た
、
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
う
子
ど
も
の
姿
と
声
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
は
日
々
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ

と
、
共
に
喜
び
あ
え
る
こ
と
、
子
ど
も
の
教
育
や
子
育
て
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
何
と

幸
せ
な
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
そ
の
幸
せ
を
単
純
に
感
じ
取
れ
な
い
現
実
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

教
育
や
子
育
て
に
関
す
る
情
報
は
あ
ふ
れ
、
親
や
教
師
、
保
育
士
等
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
増
え
続
け
、
少
し
で
も
失
敗
す
る
と
容
赦
な
い
バ
ッ
シ
ン
グ
が
待
ち
構
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
に
関
わ
る
大
人
が
ゆ
と
り
を
な
く
し
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
笑
う

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
は
も
っ
と
他
の
人
に
力
を
借
り
て
も
い
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。
親
の
責
任
、
教
師
の
義
務
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
一
人
に
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て
人
、
組
織
、
社
会
が
支
え
合
え
る

よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
な
の
だ
と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
の
時
、
都
庁
で
相
談
を
受
け
た
高
齢
者
の
歳
に
近
付
い
て
き
た
私
は
、
今
し
み

じ
み
と
思
う
の
で
す
。
人
が
老
い
を
感
じ
る
の
は
人
に
頼
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
で

は
な
い
か
と
。
市
民
皆
が
互
い
に
頼
り
、
頼
ら
れ
な
が
ら
羽
村
の
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
け
れ
ば
と
。

子
ど
も
に
関
わ
れ
る
幸
せ

�
　
体
育
館
の
主
な
工
事
内
容
は
床
改
修
、
固
定
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

改
修
、
屋
上
防
水
・
外
壁
改
修
な
ど
で
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
体
育
館
が
使
用
で
き
ず
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
各
学
校
の
施
設
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

工
事
や
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

武
蔵
野
小
学
校
の
体
育
館
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す

今
年
度
予
定
し
て
い
る
他
の
学
校
の
主
な
工
事

・
羽
村
西
小
学
校
屋
上
防
水
工
事　
　
　

・�

富
士
見
小
学
校
校
舎　
屋
上
防
水
・
外
壁
改
修
工
事
な
ど

学
校
施
設
の
整
備
状
況
紹
介

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

▲工事中の体育館

▲内部も改修を進めています
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羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、市の文化を推進していくための団体です。

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

羽
村
市
文
化
協
会ＴＥ

Ｌ 

５
７
９
ー
２
７
７
２

■
第
92
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
ラ
テ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
南
米
の
軽
や
か
な
音
楽
を
身
近
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

出�

演
：
法
政
大
学
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド 

曲
目
：��

テ
・
キ
エ
ロ
・
デ
ィ
ヒ
ス
テ
、映
画
ひ
ま
わ
り
の
テ
ー
マ
曲
、君
去
り
し

夜
、悲
し
み
の
サ
ン
バ
、三
つ
の
子
守
唄
、フ
ラ
イ
・
ミ
ー
・
ト
ゥ
・
ザ
・

ム
ー
ン
、夜
が
来
る　
他

日
時
：
11
月
26
日
㈯
正
午
～
午
後
０
時
50
分

場
所
：
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル（
先
着
順
・
直
接
会
場
へ
）

■
第
93
回
邦
楽
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　
「
初
春
を
寿
ぐ
」

　
　
　
箏
・
尺
八
、詩
吟
、書
道
吟
、か
っ
ぽ
れ
、玉
す
だ
れ

出�

演
：
羽
村
三
曲
会
、詩
吟
サ
ー
ク
ル
西
吟
会
、羽
村
か
っ
ぽ
れ
さ
く
ら
会
、

　
　
　
南
京
玉
す
だ
れ
仙
の
会

日
時
：
令
和
５
年
１
月
８
日
㈰
正
午
～
午
後
１
時

場
所
：
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル（
先
着
順
・
直
接
会
場
へ
）

主
催
：
羽
村
市
文
化
協
会　
共
催
：
羽
村
市
教
育
委
員
会

■
ゆ
と
ろ
ぎ
で
お
正
月
を
遊
ぼ
う
！

　
　
　
初
釜
、書
き
初
め
、初
い
け
、羽
根
つ
き
、コ
マ
回
し
な
ど

日
時
：
令
和
５
年
１
月
８
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所
：
ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ワ
イ
エ
、交
流
ひ
ろ
ば（
直
接
会
場
へ
）

※�
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
に
マ
ス
ク
着
用
、検
温
、手
指
消
毒
、受
付
記
帳
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
第
３
回「
み
ぢ
か
な
一
歩
」展　
令
和
５
年
３
月
２
日
㈭
～
５
日
㈰

　

 　
　

 
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室　
午
前
10
時
～
午
後
４
時（
初
日
午
後
１
時
～
、最
終

日
午
後
３
時
終
了
）

　

 　
　

 

手
芸
、俳
句
、書
、生
け
花
な
ど　

文
化
協
会
加
盟
会
員
の
身
近
な
小
作

品
を
展
示

【
参
加
者
募
集
中
！
】

　

 　
　

 

文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員（
部
門
問
わ
ず
）で
個
人
で
の
応
募
。
締
め
切

り
11
月
25
日
㈮

　
　
　

 

小
作
品
に
限
る
。
詳
細
は
ゆ
と
ろ
ぎ
市
民
活
動
ロ
ビ
ー
の
文
化
協
会
掲

示
板
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
説
明
会
を
12
月
６
日
㈫
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

� �

▲新しい看板（右）▲登校の様子

看
板
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
‼

看
板
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
‼

松
林
小
学
校
動
物
公
園
内
登
校
の

松
林
小
学
校
動
物
公
園
内
登
校
の
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松
林
小
学
校
の
通
学
路
と
し
て
活
用
し
て
い
る

動
物
公
園
の
入
り
口
に
設
置
し
て
い
る
看
板
が
、用

務
員
の
池
田

さ
ん
の
手
に

よ
り
リ
ニ
ュ 

ー
ア
ル
さ
れ

ま
し
た
。児

童
た
ち
は
公

園
内
を
楽
し

く
登
校
し
て

い
ま
す
。

●
松
林
小
学
校
動
物
公
園
内
登
校
と
は
？

　

平
成
22
年
９
月
か
ら
児
童
が
安
全
に
楽
し
く
学

校
に
登
校
で
き
る
よ
う
、週
２
回（
火
・
金
曜
日
）、

動
物
公
園
の
園
内
を
通
り
学
校
に
登
校
し
て
い
ま

す
。

　

児
童
が
動
物
に
夢
中

に
な
っ
て
遅
刻
し
な
い
よ

う
、安
全
管
理
を
含
め
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
（
内
線
354
）


